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2019年度 決算概要

C opyr i g h t  ©  C hubu  E l ec t r i c  P ower  C o . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d .

Ⅰ

（注） 「年度」表記は4月から翌年3月までの期間を指します。
表示単位未満の数値について、金額は切り捨て、販売電力量や発受電電力量などの諸元は四捨五入で記載しております。
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〈決算のポイント〉（連結）
 売上高：3兆659億円

販売電力量の減少(△187億円)はあったが、燃料費調整額の増加(＋131億円)に加え、
再エネ特措法に基づく賦課金や交付金の増加(+378億円)などから、前期に比べ 308億円の増収

 経常利益：1,918億円
期ずれ差損が期ずれ差益に転じたこと(＋890億円[△500億円→390億円])などから、前期に比べ 788億円の増益

（参考）期ずれを除いた経常利益：1,530億円程度
効率化の深掘りに努めたものの、販売面での競争影響や火力事業移管による会計処理の影響などから、
前期に比べ 100億円程度の減益

 特別利益：190億円
火力事業移管に伴う連結決算の手続き上発生する評価差益を計上

2019年度 2018年度 増減
(A) (B) (A-B) (A-B)/B

売上高 30,659 30,350 308 1.0
営業利益 1,308 1,259 49 3.9
経常利益 1,918 1,129 788 69.8
特別利益 190 ― 190 ―
親会社株主に帰属する当期純利益 1,634 794 840 105.8

(億円,%)

（注）連結対象会社数 2019年度 連結子会社 35社(△2社) 持分法適用会社 41社(＋4社) ［（ ）内は前期差］

・ 売上高は、2017年度以降、3年連続の増収 ・ 経常利益は、2017年度以来、2年ぶりの増益
・ 2017年度以来、2年ぶりの増収増益

決算概要①
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〈連結売上高の変動要因〉（308億円の増収）

決算概要②

30,350

１３１

３７８

△２０１
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30,000

30,500

31,000

2019年度
売上高

再エネ特措法に基づく
賦課金や交付金の増加

（単位：億円）

再エネ特措法賦課金の増加 ＋２８
再エネ特措法交付金の増加 ＋３５０

販売電力量の減少 △１８７
など

2018年度
売上高

その他

燃料費調整額の増加
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決算概要③

※1 2018年度には当社の火力発電事業の利益が含まれております。
※2 火力発電事業を持分法適用会社であるＪＥＲＡに統合したことに伴い、法人税等を控除した純利益ベースで連結経常利益に反映することになった影響

〈連結経常利益の変動要因〉（788億円の増益）
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2019年度
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（単位：億円）

期ずれ除き
経常利益

1,530程度
期ずれを除いた利益の減少（△１００程度）

その他

2018年度
経常利益

ＪＥＲＡ（※１）
（期ずれ除き）

(△５００→３９０)

会計処理の影響（※２） △１２０
（経常利益→純利益）

3

期ずれ除き
経常利益

1,630程度

(４８９→３２２)

販売面での競争影響や効率化の深掘りなど
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〈販売電力量〉（個別）
 中部エリア外での販売拡大はあったが、産業用の生産減や、競争の進展による他事業者への切り替えの影響などから、

前期に比べ 10億kWh減少し 1,172億kWh 

(億kWh,%)

グループ合計の販売電力量（※） 1,225 1,236 △10 △0.9
[参考①]

※ 当社および連結子会社、ならびに持分法適用会社の販売電力量を記載しております。

他社販売電力量（※） 44 84 △40 △47.3
[参考②]

※ 発受電電力量における他社送電電力量から電力ネットワークカンパニーの送電電力量を除いた電力量を記載しております。

2019年度
(A)

2018年度
(B)

増減
(A-B) (A-B)/B

販売
電力量

低圧 346 364 △17 △4.8

高圧・特別高圧 826 819 7 0.9

合計 1,172 1,183 △10 △0.9

販売電力量

4
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〈発受電電力量〉（個別）
■ 水力 前期並み
■ 火力 2019年4月に火力発電所をＪＥＲＡに移管
■ 他社 ＪＥＲＡからの電力購入を開始したことなどにより、 受電電力量が 1,056億kWh増加

2019年度
(A)

2018年度
(B)

増減
(A-B) (A-B)/B

発受電
電力量

自社

水力
(出水率)

87
(101.2)

85
(102.4)

2
(△1.2)

2.1

火力 ― 1,040 △1,040 ―
原子力
(設備利用率)

△2
(―)

△3
(―)

0
(―)

△4.7

新エネルギー等 1 1 0 62.5

他社（※）
送電 △138 △111 △28 25.0
受電 1,284 228 1,056 463.5

揚水用 △8 △7 △2 22.7

合計 1,223 1,234 △10 △0.8

(億kWh,%)

※ 他社は、期末時点で把握している電力量を記載しております。なお、電力ネットワークカンパニーの送電電力量として、
2019年度:△94億kWh、2018年度:△26億kWh、受電電力量として、2019年度:87億kWh、2018年度:28億kWhが含まれております。

2019年度
(A)

2018年度
(B)

増減
(A-B)

原油CIF価格 （$/b） 67.9 72.2 △4.3
為替レート （円/$） 108.7 110.9 △2.2

【その他】

※2019年度の
原油CIF価格は速報値

発受電電力量

5
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（参考）期ずれ影響のイメージ（実績）

6
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■新型コロナウイルス感染拡大が販売電力量に及ぼす影響等について見通すことができず、

合理的に業績を想定することが困難であるため、未定としております。

■今後、業績予想が可能となった時点で、速やかにお知らせいたします。

※４月の販売電力量の状況 ＜中部エリア＞（速報）
サービス業や小売業のお客さまにおける営業時間短縮や休業、
製造業のお客さまにおける工場の稼動減などから、前年比 7％の減少

2020年度 業績見通し

7
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株主還元に関する考え方および当期・次期の配当

〈株主還元に関する考え方〉
■ 電力の安全・安定的な供給のための設備投資を継続的に進めつつ、成長分野への投資を推進することで、

持続的な成長を目指し、企業価値の向上に努めてまいります。
■ 株主還元については、重要な使命と認識し、安定的な配当の継続を基本としながら、利益の成長を踏まえた還元に努め、

連結配当性向 30％以上を目指してまいります。

〈当期(2019年度)の配当〉
■ 2019年度の期末配当金については、上記「株主還元に関する考え方」に基づき、中間配当金と同様、

1株につき 25円を予定しております。

〈次期(2020年度)の配当〉
■ 2020年度の配当予想については、上記「株主還元に関する考え方」に基づき、

2019年度の年間配当を継続する水準である、１株につき 年間50円を予定しております。

2019年度 2018年度

1株当たり 中間配当金 25 円 20 円

1株当たり 期末配当金 25 円 25 円

合 計 50 円 45 円
期ずれ補正後の
連結配当性向 30.4% 29.4%

8
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参考データ：決算・財務関連Ⅱ
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2019年度
(A)

2018年度
(B)

増減
(A-B) (A-B)/B

営業収益（売上高） 30,659 30,350 308 1.0
持分法による投資利益 771 95 675 706.5
その他収益 107 126 △19 △15.3

営業外収益 878 222 656 294.7
経常収益 31,538 30,573 964 3.2

営業費用 29,351 29,091 259 0.9
営業外費用 268 352 △83 △23.7

経常費用 29,620 29,444 176 0.6
（営業利益） (1,308) (1,259) (49) (3.9)
経常利益 1,918 1,129 788 69.8
特別利益 190 ― 190 ―
法人税等 431 300 131 43.9
非支配株主に帰属する当期純利益 42 35 7 21.2
親会社株主に帰属する当期純利益 1,634 794 840 105.8

連結収支比較表
(億円,％)

9
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2019年度
(A)

2018年度
(B)

増減
(A-B) (A-B)/B

電灯電力料 21,474 21,971 △497 △2.3

他社販売電力料(※1) 853 1,093 △239 △21.9

託送収益等(※2) 1,025 879 145 16.5

再エネ特措法交付金 2,802 2,452 350 14.3

その他収益 275 279 △4 △1.5

電気事業営業収益 26,431 26,676 △245 △0.9

附帯事業営業収益 759 753 5 0.8

営業収益計
（売上高） 27,190 27,430 △239 △0.9

(億円,％)

販売電力量の減少
△187

再生可能エネルギーの
買取電力量の増加

※1 地帯間販売電力料,他社販売電力料
※2 託送収益,事業者間精算収益

＜主な増減理由＞

個別収支比較表①：営業収益

10
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2019年度
(A)

2018年度
(B)

増減
(A-B) (A-B)/B

人件費 1,711 1,891 △179 △9.5
燃料費 5 8,143 △8,137 △99.9
原子力バックエンド費用(※1) 173 166 6 4.2
他社購入電力料等(※2) 14,635 4,695 9,939 211.7
託送料等(※3) 344 253 91 35.9
修繕費 1,206 1,632 △425 △26.1
減価償却費 1,581 2,360 △778 △33.0
公租公課 997 1,245 △247 △19.9
再エネ特措法納付金 2,985 2,957 28 1.0
その他費用 1,706 2,296 △589 △25.7

電気事業営業費用 25,349 25,642 △292 △1.1
附帯事業営業費用 757 732 25 3.4
営業費用計 26,107 26,374 △267 △1.0

(億円,％)

※1 使用済燃料再処理等拠出金費,特定放射性廃棄物処分費,原子力発電施設解体費
※2 地帯間購入電力料,他社購入電力料,使用済燃料再処理等既発電費支払契約締結分

ＪＥＲＡからの
電力購入を開始

※3 託送料,接続供給託送料,事業者間精算費

＜主な増減理由＞

中部エリア外販売の増加

既存火力発電事業の
ＪＥＲＡ統合影響
△8,143

既存火力発電事業の
ＪＥＲＡ統合影響
△432

既存火力発電事業の
ＪＥＲＡ統合影響
△761

既存火力発電事業の
ＪＥＲＡ統合影響
△418(廃棄物処理費等)

個別収支比較表②：営業費用

11
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2019年度
(A)

2018年度
(B)

増減
(A-B) (A-B)/B

営業利益 1,083 1,055 28 2.7

営業外収益 125 147 △22 △15.4

営業外費用 227 313 △86 △27.5

経常収益 27,316 27,578 △262 △1.0

経常費用 26,334 26,687 △353 △1.3

経常利益 981 890 91 10.3

法人税等 359 230 129 56.4

当期純利益 621 660 △38 △5.8

個別収支比較表③：損益
(億円,％)

12
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2020/3末
(A)

2019/3末
(B)

増減
(A-B)

資産
連結 55,008 59,875 △4,867

個別 47,823 54,028 △6,204

負債
連結 35,387 41,431 △6,044

個別 32,747 39,228 △6,480

純資産
連結 19,620 18,443 1,177

個別 15,076 14,800 275

自己資本比率(%)
連結 34.4 29.7 4.7

個別 31.5 27.4 4.1

有利子負債残高
連結 24,250 29,811 △5,561
個別 23,347 29,213 △5,866

(億円)

ＪＥＲＡ承継
△11,889
（現預金(△3,350)

を含む）
承継させたことに伴う
ＪＥＲＡ株式の取得
＋5,788

＜主な増減理由＞

ＪＥＲＡ承継
△6,101

ＪＥＲＡ承継
△5,992

連結・個別財政状態の概要

13
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セグメント情報①

14

2019年度
(A)

2018年度
(B)

増減
(A-B)

販売 26,603 27,495 △891
電力ネットワーク 7,507 7,464 43
ＪＥＲＡ（※1） ― 10,865 △10,865
その他（※2） 7,709 7,627 82

【売上高】 (億円)

※2 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、当社の再生可能エネルギーカンパニー、
原子力部門、管理間接部門、その他の関係会社等を含んでおります。

＜主な増減理由＞

2019年度
(A)

2018年度
(B)

増減
(A-B)

販売 450 644 △193
電力ネットワーク 476 427 49
ＪＥＲＡ（※1） 712 △10 722
その他（※2） 412 243 169

【経常損益】 (億円)

（注）各セグメントは内部取引消去前で記載しております。

エリア需要の減少はあるが、
効率化の深掘り等により増益

電源調達コストの低減努力はあるが、
販売面での競争影響等により減益

※1 2018年度の「ＪＥＲＡ」の区分は、ＪＥＲＡおよび当社の火力発電事業を記載しております。

期ずれ差損が期ずれ差益に転じた
影響等により増益



セグメント情報②（販売）

C opyr i g h t  ©  C H U B U  E l ec t r i c  P ower  C o . , I nc .  A l l  R i gh t s  R ese rved .15

〈経常損益の変動要因〉（△193億円の減益）

644

９５４ △1,０９０

△５６ 450
400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

2019年度
経常利益

小売販売電力料
他社販売電力料

（※1）

（単位：億円）

購入電力料の減少(※2,5) ＋７６３
接続供給託送料の減少(※3) ＋１９０

小売販売電力料の減少(※4) △５３０
他社販売電力料の減少(※5) △５６０

2018年度
経常利益 その他

購入電力料
接続供給託送料

（※1）

※1 販売カンパニー単体の影響を記載しております。 ※2 購入電力料から再エネ特措法交付金を控除した額を記載しております。
※3 電力ネットワークカンパニーへの社内託送料を含んでおります。 ※4 再エネ特措法賦課金を控除した額を記載しております。
※5 調整力取引について、2019年度より火力対応分が販売カンパニーを介さずにＪＥＲＡ⇔電力ネットワークカンパニーで直接取引となった影響を含んでおります。



セグメント情報③（ネットワーク）
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〈経常損益の変動要因〉（49億円の増益）

427
△６１

１１０

476

350

400
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500

2019年度
経常利益

託送収益

（単位：億円）

2018年度
経常利益

効率化の深掘り
エリア需要△２６億kWh
（１,２９５億kWh→１,２６９億kWh）



セグメント情報④（JERA）
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※1 2018年度には当社の火力発電事業の利益が含まれております。
※2 火力発電事業を持分法適用会社であるＪＥRＡに統合したことに伴い、法人税等を控除した純利益ベースで連結経常利益に反映することになった影響

〈経常損益の変動要因〉（722億円の増益）

△10

８９０

△１６７

712

△ 100

100

300

500

700

900

2019年度
経常利益

期ずれ差損益

（単位：億円）

2018年度
経常損失（※1）

その他

(△５００→３９０)

会計処理の影響（※２）△１２０
（経常利益→純利益）
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連結キャッシュ・フロー

18

2019年度
(A)

2018年度
(B)

増減
(A-B)

営業活動によるキャッシュ・フロー ➀ 2,558 2,964 △405

投資活動によるキャッシュ・フロー ② △6,476 △3,683 △2,792

財務活動によるキャッシュ・フロー ③ △58 3,372 △3,431

現金および現金同等物の増減額(※) ①+②+③ △4,024 2,651 △6,676

フリー・キャッシュ・フロー ➀+② △3,917 △719 △3,197

(億円)

既存火力発電事業のJERA
統合に伴う調整金の支払
△3,350

＜主な理由＞

※ 連結範囲の変更に伴う現預金等の増減額を含んでおります。
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再エネ発電事業者
（発電）

お客さま
（利用）

費用負担調整機関（一般社団法人 低炭素投資促進機構）

電気事業者

再エネ特措法納付金
2,985億円（＋28億円）

買取費用（他社購入電力料）
3,724億円（＋470億円）

再エネ特措法賦課金
2,985億円（＋28億円）

回避可能買取に伴う焚き減らし効果

＜2019年度実績＞ ※（ ）内は前期差

再エネ特措法交付金
2,802億円（＋350億円）

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ固定価格買取制度における収支影響

19
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経常損益・純損益の推移

（年度）
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（億円）

（年度）
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キャッシュ・フローの推移（連結）
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J
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影
響
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資金調達・有利子負債残高の推移

（年度）
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財務体質の推移・格付け

（年度）

1.5
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販売状況について

2019年度 目標

域内
電気新料金メニュー加入実績 約213万件 ―

各種サービスと電気またはガスとのセット販売件数 約3.5万件 2020年度末までに10万件獲得

域外
エリア外での販売電力量 111億kWh 2020年代後半、首都圏の販売電力量

年間約300億kWhに拡大

電気新料金メニュー加入実績 約26万件 ―

ガス
ガス・LNG販売量 103.3万t 2020年代後半で年間300万tに拡大

ガス料金メニュー申込み件数 約34.0万件 ―

（4月時点）

（5月14日時点）

（5月12日時点）

（4月29日時点）
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販売電力量の月別推移

2018年度
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度

低圧 ２９ ２５ ２３ ２７ ３６ ３３ ２３ ２５ ３０ ４２ ３９ ３１ ３６４

高圧・
特別高圧 ６４ ６３ ６９ ７６ ７６ ７３ ７０ ６６ ６５ ６６ ６６ ６７ ８１９

合計 ９３ ８９ ９１ １０３ １１２ １０５ ９３ ９１ ９５ １０７ １０５ ９８ １,１８３

(億kWh)

(億kWh)

※ 端数処理の関係で合計が合わない場合があります。

2019年度
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度

低圧 ３０ ２８ ２１ ２３ ３４ ３０ ２４ ２５ ２８ ３９ ３４ ３１ ３４６

高圧・
特別高圧 ６５ ６５ ７０ ７５ ７５ ７６ ７１ ６５ ６５ ６５ ６７ ６７ ８２６

合計 ９５ ９３ ９１ ９８ １０８ １０６ ９５ ９０ ９２ １０４ １０１ ９８ １,１７２
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【電源設備の出力構成】

原子力

水力

石油

LNG

石炭

※他社受電を含む

26%

27%

3%

22～
24%

20～
22%

2030

出所：「長期エネルギー需給
見通し小委員会」資料

【国の長期エネルギー需給
見通しにおける電源構成】

再エネ

石油

LNG

石炭

原子力

26% 18%

46% 54%

4% 1%

9%

15%

6%
4%
8%

10% 卸電力取引所、その他※4

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2010 2019

再エネ

石油

LNG

石炭

原子力

【発電・調達電力量の構成】

FIT
再エネ※3
水力※2
石油

LNG

石炭

※1 融通・他社受電を含む ※2 3万kW以上
※3 水力3万kW以上、FIT電気を除く
※4 日本卸電力取引所(JEPX)からの調達、他社から調達している電気で発電所が特定できないもの
※5 2019年度の発電・調達電力量は送電端の電力量を記載

非化石電源
を拡大

※5

発電・調達電力量の構成
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再生可能エネルギー事業の概要
当社 (参考)グループ会社

水
力

稼働中 197地点：545.9万kW
秋神 ：0.029万kW(’16年度)
さこれ：0.038万kW(’18年度)
甘酒 ：0.053万kW(’18年度)

予定

黒川平：0.017万kW(’21年度)
いちしろ：0.016万kW(’21年度)
清内路：0.56  万kW(’22年度)
安倍川：0.75  万kW(’24年度)
内ケ谷：0.072万kW(’25年度)

ひだ巣之内 ：0.082万kW
(’20年度)

風
力

稼働中 御前崎：2.2万kW 15.0万kW

予定 あつみ：0.74万kW(’21年度)
秋田港・能代港：0.55万kW(’22年度) －

太
陽
光

稼働中
ﾒｶﾞｿｰﾗｰいいだ ：0.1万kW
ﾒｶﾞｿｰﾗｰしみず ：0.8万kW
ﾒｶﾞｿｰﾗｰかわごえ ：0.75万kW
宮古くざかいｿｰﾗｰﾊﾟｰｸ：0.9万kW

31.3万kW

予定 － －

バ
イ
オ
マ
ス

稼働中 －
多気ﾊﾞｲｵﾊﾟﾜｰ：

0.675万kW(‘16年度）
CEPO半田バイオマス：

4.5万kW(’19年度)

予定

四日市：4.9万kW (’20年度)
米子：1.635万kW (’21年度)
神栖：2.25万kW（’23年度）
愛知蒲郡：2.425万kW（’23年度）
御前崎港：2.548万kW（’23年度）

－

合
計※

稼働中 550.65万kW グ
ル
ー
プ

総
合
計

602.262万kW

予定 16.463万kW 51.817万kW

内ケ谷水力発電所
発電所設置イメージ図

清内路水力
（2022年度）

いちしろ水力
（2021年度）

安倍川水力
（2024年度）

一般水力 維持流量発電 （ ）営業運転開始予定年度

水力発電の開発地点

※共同事業含む （注)共同事業は持分計上 （2020年3月末時点）

2030年頃に200万kW以上
の再生可能エネルギーを新規開発

黒川平水力
（2021年度）

バイオマス発電

【設備概要】
所在地 ：三重県四日市市
発電出力 ：4.9万kW
発電電力量 ：約3.8億kWh(年間)
燃料種別 ：木質ペレット

パーム椰子殻
燃料使用量 :約22万トン（年間）
CO2削減効果:約15万トン／年
運転開始予定:2020年5月

四日市バイオマス発電所建設状況
【建設エリア全景】

［㈱シーエナジー］
ひだ巣之内水力
（2020年度）

内ケ谷水力
（2025年度）
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海外事業の概要①

案件概要

事業内容
北海洋上にある風力発電所を結ぶ、下記４つの送電資産の運営および保守

BorWin1 BorWin2 DolWin2 HelWin2
送電容量 40万kW 80万kW 92万kW 69万kW

送電亘長
200km

陸上 75km
海底 125km

200km
陸上 75km
海底 125km

135km
陸上 90km
海底 45km

130km
陸上 45km
海底 85km

スポンサー 当社、CIP、三菱UFJリース、TenneT

【ドイツ海底送電線事業】

【シンガポール・人材育成・インキュベーション・投資事業】
案件概要

会社名 Greenway Grid Global Pte. Ltd.

事業内容

①プロジェクト投資・運営
アジア地域を中心とした、送配電事業や次世代インフラ
事業等の開発・運営

②新規事業インキュベーション
顧客が持つ新規事業アイディアの事業化に向けた支援

③グローバルリーダー人材育成
新規案件を事業化・運営できるリーダーを育成

スポンサー 当社、 東京電力パワーグリッド、ICMG

【フィリピン国ニュークラークシティ 配電・小売事業】
案件概要

事業内容 フィリピン国ニュークラークシティ※における配電・電力小売
事業

事業期間 25年

スポンサー 当社、マニラ電力会社（MERALCO）、丸紅、関西電
力、フィリピン基地転換開発公社

※フィリピン基地転換開発公社がクラーク米空軍基地の跡地（9,450ha）で開発を計画してい
る大規模新都市。首都マニラが抱える交通渋滞や人口密集などの課題解決を目指し、政府
施設移転、高速鉄道等の建設等により2065年までに120万人の居住人口と80万人の雇用
を創出する国家プロジェクト。

（出典：Tennet社ホームページ）
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海外事業の概要②

【オランダ総合エネルギー事業会社Eneco社の買収について】

案件概要

目的 欧州の電気事業におけるプラットフォームと位置づけ、同地域において再エネ・小売・新サービス等の成長領
域を拡大

株式取得方法 三菱商事と共同で設立したDiamond Chubu Europe B.V.を通じて、Eneco株式の20%を取得

出資額 41億ユーロ（約5千億円）※120円／EUR換算（出資比率: 三菱商事80%、中部電力20%）

Eneco

の
概
要

事業 電力・ガス・熱併給の総合エネルギー事業（オランダ、ベルギー、ドイツ等で事業展開）
地域 オランダ、ベルギー、ドイツ等

財務状況 2019年末時点：EBITDA 428百万ユーロ（約513億円）※120円／EUR換算
純利益 80百万ユーロ（約96億円） ※120円／EUR換算

【新会社Diamond Chubu Europe B.V.の概要】【Eneco保有の風力発電所】

Chubu Electric Power Company 
Netherlands B.V.Diamond Artemis HoldCo B.V.

中部電力三菱商事

Diamond Chubu Europe B.V.

Eneco

100% 100%

20%80%

100%

＠日本

＠オランダ

https://www.chuden.co.jp/corporate/publicity/pub_release/press/3272125_21432.html
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当資料取扱上のご注意

当資料に記載の将来の計画や見通し等は、現在入手可能な情報に基づき、計画のもとになる前提、
予想を含んだ内容を記載しております。

これらの将来の計画や見通し等は、潜在的なリスクや不確実性が含まれており、今後の事業領域を
取りまく経済状況、市場の動向等により、実際の結果とは異なる場合がございますので、ご承知おきいた
だきますようお願い申し上げます。

また、当資料の内容につきましては細心の注意を払っておりますが、掲載された情報の誤りおよび当資
料に掲載された情報に基づいて被ったいかなる損害についても、当社は一切責任を負いかねます。



C opyr i g h t  ©  C H U B U  E l ec t r i c  P ower  C o . , I nc .  A l l  R i gh t s  R ese rved .



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


